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2014年長野県北部の地震に伴い出現した地表地震断層における地中レーダ探査
Ground penetrating radar survey across the surface rupture generated by the 2014 North-
ern Nagano Earthquake

中埜貴元 1∗ ;飛田幹男 1 ;中島秀敏 1 ;神谷泉 1

NAKANO, Takayuki1∗ ; TOBITA, Mikio 1 ; NAKAJIMA, Hidetoshi1 ; KAMIYA, Izumi 1

1 国土地理院
1GSI of Japan

2014年 11月 22日に発生した，長野県北部を震源とする地震（M6.7）（以下，「2014年長野県北部の地震」という）で
は，糸魚川-静岡構造線の北部を構成する神城断層周辺において，長さ 9km以上に及ぶ地表地震断層が出現した（廣内ほ
か，2014；近藤ほか，2014；岡田ほか，2014など）．地表地震断層は，白馬村北部の白馬村北城地区塩島においては約
90cm，白馬村北城地区大出においては約 40cmの上下変位があり（廣内ほか，2014），これらの地域では比較的直線状に
分布しているのに対し，白馬村南部の神城地区飯田，神城地区堀之内周辺では水平短縮変形が顕著で，地形に沿って屈曲
して分布している．これは，地表地震断層の傾斜角が，北部では高角であるのに対し，南部では低角であるためと考え
られる．白馬村南部の神城地区堀之内近辺では，過去にトレンチ調査が実施されており，断層面はほぼ水平であること
が確認されている（奥村ほか，1998）．これらを確認するために，白馬村北城地区大出と神城地区飯田において地中レー
ダ探査を実施し，地表地震断層の地下浅部構造の把握を試みた．
探査は，2014年 12月 2日に実施した．北城地区大出では，国道 406号線上に地表地震断層を横断する東西方向の測線

（LineOi-1）と，国道から 10mほど南側の耕作地内に同様の測線（LineOi-2）を設けて探査を実施した．神城地区飯田で
は，水田内を通る南北方向の砂利道に沿った測線（LineId-1）を設けて探査を実施した．探査装置は，カナダ国 Sensors
& Software社製 Noggin plusを用い，アンテナ中心周波数は 250MHzとした．
探査の結果，LineOi-1では，深さ 0.5m付近の明瞭な水平の反射面が，地表地震断層出現位置付近で東上がりの変位を

呈した．また，同地点の深さ 1m付近でも反射面が東上がりの屈曲を示した．これらの変位量は 20～30cm程度であり，
地表での上下変位量よりは小さいが，それと調和的な結果である．地表地震断層出現位置より西へ 1～2mの地点におい
ては，地表付近から深さ 2m付近にかけて，縦方向に伸びる線状の反射空白域が確認でき，その両側で反射面の変位も確
認できた．これは，中埜・酒井（2007）が報告している活断層における反射の特徴と一致する．探査プロファイル全体
を見ると，地表地震断層出現位置付近を境に，その西側では全体的に反射が強く，東側では反射が弱いことから，断層を
境に誘電特性の異なる媒質（地質等）が分布していると考えられる．以上から，本地区の活断層は高角と考えられるが，
LineOi-2では明瞭な断層構造は確認できなかった．LineId-1においても，部分的な層構造は確認できるものの，地表地
震断層出現位置付近において，明瞭な断層構造を確認することはできなかった．同地点近くの過去のトレンチ調査（奥
村ほか，1998）では，深さ 4m付近に水平に近い断層面が確認されており，その上盤側の深さ 2m以深に明瞭な地層の褶
曲構造が確認されているが，今回の地中レーダ探査のプロファイル深度は 2m程度であり，明瞭な層構造まで達していな
い可能性がある．
以上より，地中レーダ探査により，北城地区大出では高角の活断層を捉えることができたと考えられるが，神城地区

飯田の低角の活断層は検出することができなかった．今後，他測線や他アンテナ周波数での調査や簡易ボーリング等を
実施することで，探査結果の解釈の信頼性を高めたいと考えている．
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